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学級活動（１）での話合いを円滑に進め
ていくために、学習支援ソフトで意見の言い方
の例や合意形成のプロセスの例を提示したり、
それぞれの意見を他者参照できるようにしたり
するなどの工夫を取り入れた。
年度当初、学級会の話合いの場では、友

達の意見が最後まで聞けず口を挟んでしまう
児童や、自分の意見が明確にもてず発言が
多い児童の意見に流されてしまう児童が多く
いた。
そこで、 学習支援ソフトに貼った支援カード

で意見の言い方の例や合意形成のプロセス
の例を話合い中に見ることができるようにしたり、
自分の意見をカードに書き、提出ボックスに送
信して友達の意見を見ることができるようにし
たりするような手立てを取り入れた。そうするこ
とで、話し方や聞き方を意識して話し合う姿
や、自分の意見を積極的に相手に伝えようと
する姿が多く見られるようになった。
学習支援ソフトのカードを活用した話合い

をすることを通して、児童は相手意識をもちな
がら、一人一人が課題意識をもって主体的に
話合いに参加する力が高まってきたと考える。
今後も、学年や児童の実態に合わせて必要
な手立てを講じ、話合い活動の充実につなが
るようにしていきたい。

話合い活動中に見やすいよう、カードを連ねた状態でボードに置いている。

話合いの柱１、２での自分の意見をカードに書いておくことで、自分の意見
を明確に持ったり、相手の意見を知って参考にしたりすることができる。


